
松山市要綱第２７号 

令和５年３月２８日 

 

松山市長 野 志 克 仁 

  

松山市美しい街並みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンディング活用型）交付要

綱をここに公布する。 

記 

松山市美しい街並みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンディング活用型）交

付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は，松山市内における地域住民が主体となったまちづくりを更に進める

ため，クラウドファンディングを活用して本市が取り組んでいる「たからみがき」のま

ちづくり又は中心市街地の活性化に資する歴史的建造物，景観又は交流の場の整備等を

行う者に対し，予算の範囲内において，松山市美しい街並みと賑わい創出事業補助金（

クラウドファンディング活用型）（以下「補助金」という。）を交付することに関し，

必要な事項を定める。 

２ 補助金の交付に関しては，この要綱に定めるもののほか，松山市補助金等交付規則（

昭和４４年規則第６号。以下「規則」という。）の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この要綱において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところに

よる。 

(1) クラウドファンディング インターネットを利用して不特定多数の者から幅広く資

金を調達する仕組みをいう。 

(2) 美しい街並みと賑わい創出事業 美しい街並み景観整備及び賑わい創出施設整備を

いう。 

(3) 美しい街並み景観整備 歴史的建造物の保全・改修又はウォーカブルなまちづくり

に資する店舗等の整備をいう。 

(4) 賑わい創出施設整備 地域資源又は空き家等を活用し，不特定多数の来場者等が見

込まれるまちの魅力向上に資する施設の整備をいう。 



(5) 建造物 建築物，土木構造物及びこれらと一体をなす工作物等をいう。 

(6) 歴史的建造物 建造物のうち，おおむね昭和２０年以前に築造された歴史的・文化

的に価値のある建造物及びこれに相当すると市長が認める建造物をいう。 

(7) ウォーカブルなまちづくり 地域における協定等に基づき，居心地がよく，歩いて

楽しい空間をつくるまちづくりをいう。 

(8) 資金調達必要額 第５条に規定する補助対象事業を実施するに当たり，必要な資金

の額から自己資金の額及び金融機関からの融資等により調達する資金の額を除いたも

のであって，補助対象経費であるものをいう。 

(9) クラウドファンディング目標額 クラウドファンディングにより調達が必要な資金

に係る目標の額であって，資金調達必要額に２分の１を乗じて得たもの以上の額のう

ち，市長が定めた額をいう。 

（補助対象者） 

第３条 補助対象者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 美しい街並みと賑わい創出事業を実施する建造物又は土地を所有している者 

(2) 美しい街並みと賑わい創出事業を実施する者であって，当該事業を実施した後の建

造物又は土地の運営についてその所有者の承諾を得ているもの 

２ 前項の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する者は，補助対象者としない。 

(1) 市税を滞納している者 

(2) 松山市暴力団排除条例（平成２２年条例第３２号）第２条第３号に規定する暴力団

員等（以下「暴力団員等」という。）である者又はその役員及び従業員のうちに暴力

団員等のある者 

(3) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条

第２号に規定する暴力団，暴力団員等又は松山市暴力団排除条例第９条第１項に規定

する暴力団関係事業者と取引関係のある者 

（補助対象区域） 

第４条 補助対象区域は，次の区域とする。 

(1) 松山市中心市街地活性化基本計画の対象区域 

(2) 松山市地域振興構想で定める地域別構想の対象区域 

(3) 松山市地域におけるまちづくり条例（平成２１年条例第９号）第２条第３項に規定

するまちづくり計画の対象区域 



(4) 前各号に掲げるもののほか市長が必要と認める区域 

（補助対象事業） 

第５条 補助対象事業は，美しい街並みと賑わい創出事業のうち，松山市美しい街並みと

賑わい創出事業審査委員会による審査を経て市長が適当と認めた事業とする。ただし，

次の各号のいずれかに該当する事業は，補助対象事業としない。 

(1) 他の制度による補助金又は交付金等を受けている事業 

(2) 政治的又は宗教的な活動を目的とする事業 

(3) 専ら自らが資金を得ることを目的とする事業 

(4) 事業の効果が特定の個人又は法人その他団体に帰属する事業 

(5) 法令又はこの要綱等に違反する事業 

（補助対象経費及び補助金の額） 

第６条 補助対象経費及び補助金の額は，別表のとおりとする。 

（補助対象事業の認定申請） 

第７条 補助対象事業の認定を受けようとする者（以下「申請者」という。）は，松山市

美しい街並みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンディング活用型）事業認定申請

書（様式第１号）に次に掲げる書類を添付して，市長に提出しなければならない。 

(1) 補助対象事業計画書（様式第２号） 

(2) 補助対象事業の実施場所及びその付近の状況を明らかにする書類 

(3) 補助対象事業の実施内容が分かる工事等図面 

(4) 補助対象事業の実施に係る工事等の見積書及び内訳書 

(5) 補助対象事業を実施する建造物又は土地の所有及び権利関係を明らかにする書類 

(6) 完納証明書その他市税を滞納していないことを証する書類 

(7) その他市長が必要と認める書類  

２ 市長は，前項の申請書の提出があったときは，その内容を審査し，松山市美しい街並

みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンディング活用型）事業認定結果通知書（様

式第３号）により，補助対象事業の認定又は不認定を申請者に通知するものとする。 

（クラウドファンディングの実施） 

第８条 前条第２項の規定により補助対象事業の認定を受けた申請者（以下「補助事業者

」という。）は，クラウドファンディングを実施し，補助事業者以外の者から調達した

資金によりクラウドファンディング目標額を調達しなければならない。 



２ 補助事業者は，前項の規定によるクラウドファンディングの終了後，速やかに松山市

美しい街並みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンディング活用型）資金調達結果

報告書（様式第４号）に当該クラウドファンディングの結果を確認できる書類を添付し

て，市長に提出しなければならない。 

（認定の取消し） 

第９条 市長は，補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは，第７条第２項の規

定による補助対象事業の認定を取り消すものとする。 

(1) 法令又はこの要綱等に違反したとき。 

(2) 前条第１項に規定するクラウドファンディング目標額を調達できなかったとき。 

(3) 前条第１項の規定により実施したクラウドファンディングにより調達した額が資金

調達必要額を超過したとき。 

(4) 前各号に掲げるもののほか市長が認定を取り消す必要があると認めたとき。 

２ 市長は，前項の規定により認定を取り消すことを決定したときは，松山市美しい街並

みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンディング活用型）事業認定取消通知書（様

式第５号）により，補助事業者に通知するものとする。 

（補助金の交付申請） 

第１０条 第８条第１項の規定により実施したクラウドファンディングにより同項に規定

するクラウドファンディング目標額を調達し，かつ，当該クラウドファンディングによ

り調達した資金の額が資金調達必要額未満であった補助事業者は，補助金等交付申請書

（規則第１号様式）に次に掲げる書類を添付して，市長に提出しなければならない。 

(1) 事業計画書 

(2) 収支予算書（規則第２号様式） 

(3) その他市長が必要と認める書類 

２ 前項第１号及び第２号に掲げる書類は，市長が適当と認めたときは，同項の申請書に

添付を要しない。 

（補助金の交付の決定及び通知） 

第１１条 市長は，補助金の交付を決定したときは，その決定の内容を補助金等交付決定

通知書（規則第５号様式）により補助事業者に通知するものとする。 

２ 市長は，前項の規定による補助金の交付決定に当たっては，補助金の交付の目的を達

するため必要な限度において条件を付すことができる。 



（変更交付申請） 

第１２条 前条第１項の規定により補助金の交付決定を受けた補助事業者は，補助金の交

付決定を受けた事業（以下「補助事業」という。）について，その内容を変更しようと

するときは，あらかじめ補助金等変更交付申請書（規則第３号様式）に必要な書類を添

えて市長に提出し，その承認を受けなければならない。ただし，市長が軽微な変更と認

めるときは，この限りでない。 

２ 市長は，前項の規定により補助事業の内容の変更を承認する場合において，当該変更

により補助金の額に変更が生じないときは松山市美しい街並みと賑わい創出事業補助金

（クラウドファンディング活用型）変更承認通知書（様式第６号）により，補助金の額

に変更が生じるときは松山市美しい街並みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンデ

ィング活用型）変更交付決定通知書（様式第７号）により，それぞれ補助事業者に通知

するものとする。 

（実績報告） 

第１３条 補助事業者は，補助事業が完了した日から起算して３０日以内又は当該日の属

する年度の末日のいずれか早い日までに，補助事業等実績報告書（規則第８号様式）に

次に掲げる書類を添付して，市長に提出しなければならない。 

(1) 収支決算書（規則第９号様式） 

(2) 補助事業の整備中及び整備後の状況が分かる書類 

(3) 補助事業の整備に係る費用についての支出を証する書類 

(4) 第８条第１項の規定により実施したクラウドファンディングにより調達した資金の

額の入金を確認できる書類 

(5) その他市長が必要と認めた書類  

（補助金の額の確定） 

第１４条 市長は，前条の補助事業等実績報告書の提出があったときは，その内容を審査

し，適当と認めたときは，補助金の額を確定し，松山市美しい街並みと賑わい創出事業

補助金（クラウドファンディング活用型）額確定通知書（様式第８号）により，補助事

業者に通知するものとする。 

（補助金の交付請求） 

第１５条 前条の規定による通知を受けた補助事業者は，補助金の交付を請求するときは，

請求書（松山市財務会計規則（昭和３９年規則第１１号）第３７号様式（その１））を



市長に提出しなければならない。 

（補助金の概算払） 

第１６条 市長は，補助事業の実施上必要と認めたときは，補助金の一部を概算払するこ

とができる。 

２ 補助事業者は，概算払を受けようとするときは，前条の請求書に必要な書類を添えて，

市長に提出しなければならない。 

（交付決定の取消し等） 

第１７条 市長は，補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは，補助金の交付決

定を取り消し，又は変更することができる。この場合において，既に補助金が交付され

ているときは，その全部又は一部の返還を補助事業者に求めるものとする。 

(1) 交付を受けた補助金を補助事業の目的以外の目的に使用したとき。 

(2) 補助事業を中止し，又は廃止したとき。 

(3) 補助事業の実施方法が不適当であると認められるとき。 

(4) 補助事業の実施額がその予算額に比較して著しく減少したとき。 

(5) この要綱又は補助金の交付の条件に違反したとき。 

(6) 正当な理由がなく規則第８条の届出を怠ったとき。 

(7) 正当な理由がなく第１３条の規定による報告を怠り，又は次条の規定による調査を

拒んだとき。 

(8) 偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けたとき。 

(9) 前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めたとき。 

（調査等） 

第１８条 市長は，この要綱の施行に必要な限度において，書類の提出若しくは報告を求

め，又は調査をすることができる。 

２ 市長は，補助事業の成果を公表することができる。 

３ 市長は，補助金の交付があった日から１０年を経過する日までの間，補助事業者に補

助事業の整備後の状況等について報告を求めることができる。 

（関係書類の保管） 

第１９条 補助事業者は，補助事業に係る帳簿及び関係書類を整備するとともに，補助事

業が完了した日の属する年度の翌年度から起算して５年間保管しなければならない。 

（財産の管理） 



第２０条 補助事業者は，補助事業により取得し，又は効用が増加した財産（以下「取得

等財産」という。）については，補助事業が完了した後においても善良な管理者の注意

をもって管理するとともに，補助金の交付の目的に従ってその効率的な運営を図らなけ

ればならない。 

２ 補助事業者は，取得等財産について，その保管状況を明らかにしておかなければなら

ない。 

（財産の処分の制限） 

第２１条 補助事業者は，取得等財産を補助金の交付目的に反して使用し，譲渡し，交換

し，貸付し，除去し，又は担保に供しようとするときは，あらかじめ，松山市美しい街

並みと賑わい創出事業補助金（クラウドファンディング活用型）財産処分承認申請書（

様式第９号）を市長に提出し，その承認を受けなければならない。ただし，その取得等

財産が，減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）に規

定する耐用年数を経過したときは，この限りでない。 

２ 市長は，前項の規定による承認に係る財産を処分したことにより補助事業者に収入が

あるときは，当該収入に相当する金額の全部又は一部を市に納付させることができる。 

（その他） 

第２２条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は，市長が別に定める。 

付 則 

この要綱は，令和７年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

別表（第６条関係） 

補助対象事業区分 補助対象経費 補助金の額 

美しい街並み景観整備 歴史的建造物の保全・改修又は

ウォーカブルなまちづくりに資

する店舗等の整備に係る工事費 

資金調達必要額から第 

８条第１項の規定によ

り実施したクラウドフ

ァンディングにより調

達した資金の額を除い

クラウドファンディングの実施

に係る経費 



賑わい創出施設整備 地域資源又は空き家等を活用し

，まちの魅力向上に資する施設

の整備に係る工事費 

た額。ただし，上限は

，５００万円とする。 

クラウドファンディングの実施

に係る経費 

備考 

１ 補助金の額に１，０００円未満の端数があるときは，その端数を切り捨てる。 

２ 美しい街並み景観整備と賑わい創出施設整備は，いずれも市の各種まちづくり計

画の趣旨に沿い，継続的に管理運用される建造物の整備を目的とする事業とする。 

３ 建造物のうち建築物を対象とする整備は，道路等の公共的な空間から見える範囲

の建築物の外部又は土地の外構に係る整備を行うものとする。 


